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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 17年 1月 7日 (2005.1.7)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 次 に 、 成 型 品 熱 処 理 装 置 １ に よ る 冷 却 処 理 作 用 を 説 明 す る 。
　 先 ず 、 金 型 内 か ら 取 り 出 さ れ た 成 型 品 ３ を 冷 却 す る に は 、 樹 脂 成 形 機 の 金 型 内 に 溶 融 し
た 合 成 樹 脂 を 射 出 し 、 金 型 内 で 成 型 品 ３ が 約 ５ ０ ～ ８ ０ ℃ に 冷 却 さ れ る と 、 成 型 品 取 出 機
に よ り 型 開 し た 金 型 内 か ら 成 型 品 ３ を 取 り 出 し て 一 方 の 第 １ 保 持 部 材 ７ 上 に 載 置 さ せ る 。
こ の と き 、 第 １ 保 持 部 材 ７ 上 に セ ッ ト さ れ た 成 型 品 ３ は 上 記 し た 約 ５ ０ ～ ８ ０ ℃ の 熱 を 保
っ て い る 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 図 面
【 補 正 対 象 項 目 名 】 図 ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】



【 図 ５ 】
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